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内容・資料名 進⾏・説明者
14:00 14:05   開会  事務局・運営部会 ⼤島主査
14:05 14:10  委員⻑挨拶  内⽥委員⻑
14:10 14:20  出席者紹介（学識委員の紹介）  事務局・運営部会 ⼤島主査
14:20 14:35  前回委員会議事要旨（案）（第12回）  事務局・運営部会 ⼤島主査
14:35 15:05  設計部会 2024年度活動報告  設計部会 光川主査
15:05 15:35  施⼯部会 2024年度活動報告  施⼯部会 齋藤主査
15:35 15:45  休憩
15:45 16:05  広報部会 2024年度活動報告  広報部会 ⾦⼦主査
16:05 16:35  研究会の技術資料について  事務局・運営部会 ⼤島主査
16:35 16:40  閉会  事務局・運営部会 ⼤島主査
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所 属 先
⽒ 名

(敬称略)
所属部会

（主査◎、副主査〇）

参加：〇
web：△
⽋席：×

岐⾩⼤学  名誉教授 内⽥ 裕市 − 〇

埼⽟⼤学  教授 奥井 義昭 − ×

神⼾⼤学  教授 三⽊ 朋広 − 〇

阪神⾼速道路㈱ 技術部 技術推進室 主任 ⻄原 知彦 広報 〇

(⼀財)阪神⾼速先進技術研究所 調査研究部 調査役 ⼤⽯ 秀雄 広報 〇

⻄⽇本⾼速道路㈱ 技術本部 技術環境部 構造技術課 課⻑ 今村 壮宏 施⼯ △

㈱IHIインフラ建設  橋梁事業部 事業推進部 技術推進グループ ⾼⽊ 祐介 施⼯ △

㈱IHIインフラシステム 事業戦略本部 戦略第３部 次⻑ ※2025年度から委員交代予定 宮 地 崇 設計〇 △

㈱IHIインフラシステム ※2025年度から委員予定 林 設計 △

エム・エム ブリッジ㈱ 技術部 設計グループ 主席 新地 洋明 設計 △

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社 構造部 副部⻑ ⻄川 啓⼆ 設計 △

㈱オリエンタルコンサルタンツ 関⻄⽀社 構造部 主査 本川 亜⼈ 設計 △

オリエンタル⽩⽯㈱ 本社 技術本部 技術研究所 主任研究員 俵  道和 施⼯〇 〇

⿅島建設㈱ 関⻄⽀店 ⼟⽊部 専任部⻑ 齋藤 公⽣ 施⼯◎ 〇

⿅島建設㈱ 技術研究所 専任部⻑ ⼀宮 利通 施⼯ △

カジマ・リノベイト㈱ ⻄⽇本⽀店 ⽀店⻑ ⾦⼦ 光宏 広報◎ 〇

㈱技建 設計室⻑ 宮野 伸介 施⼯ △

ケイコン㈱ 製品事業部 技術部 設計グループ担当次⻑ 松崎  進 広報 〇

㈱建設技術研究所 ⼤阪本社構造部 次⻑ 光川 直宏 設計◎ 〇

清⽔建設㈱ ⼟⽊技術本部 橋梁統括部 主査 崎⼭ 郁夫 施⼯ △

昭和コンクリート⼯業㈱ 技術⼯事本部 PC技術部 PC技術三課 課⻑ 柴⽥ 和典 施⼯ ×

㈱総合技術コンサルタント ⼤阪⽀社構造Ⅱ部 技術部⻑ 渡邉 裕規 設計 △

⼤成建設㈱ ⼟⽊本部 ⼟⽊技術部 橋梁技術室 次⻑ ⼤島 邦裕 施⼯・運営◎ 〇

⼤成建設㈱ ⼟⽊本部 ⼟⽊設計部 橋梁第1設計室 三⾕ 祐⼀郎 運営 〇

⼤⽇本ダイヤコンサルタント㈱ ⼤阪⽀社技術部 構造保全計画室 冨⽥ ⼆郎 設計 〇

中央復建コンサルタンツ㈱ 構造系部⾨ 技師⻑ 丹⽻ 信弘 広報 〇

中央復建コンサルタンツ㈱  構造系部⾨ 橋梁・⻑寿命化グループ 主任 ⻄原 直輝 広報 〇

中央コンサルタンツ㈱ ⼤阪⽀店 設計3部1課 課⻑ 井原 貴浩 設計・運営〇 〇

㈱⻑⼤ 構造事業本部 副技師⻑ 舘  浩司 設計 〇

㈱千代⽥コンサルタント ⼤阪⽀店 技術部 構造部 ⽥中 新 設計 △

ドーピー建設⼯業㈱ 技術部 課⻑ ⻑⾕川 剛 施⼯ 〇

東洋建設㈱ 総合技術研究所 研究統括部・美浦（材料研究室）上席研究員 森⽥ 浩史 施⼯ △

⽇本⼯営㈱ 名古屋⽀店 技術第⼀部 部⻑ 仲村 賢⼀ 設計 △

⽇本コンクリート⼯業㈱ 技術開発部 ⼟⽊・建材グループ 課⻑ ⼭岸 健治 施⼯ △

㈱⽇本構造橋梁研究所 ⼤阪⽀社 設計部 課⻑ 池⽥ 良介 設計 △

パシフィックコンサルタンツ㈱ 交通基盤事業本部 構造部 技術課⻑ 岩城 達思 設計 △

阪神⾼速技研㈱ 技術部 設計課⻑ 鈴⽊ 英之 設計 〇

阪神⾼速技術(株) 技術マネジメント部 技術研修課 課⻑ 宇野津 哲哉 施⼯ 〇

㈱富⼠ピー・エス 技術センター いわき研究所 所⻑ ⼭⼝ 光俊 施⼯〇 〇

三井住友建設㈱ ⼤阪⽀店 ⼟⽊部技術グループ 鍋⾕ 佳克 施⼯ △

㈱北川鉄⼯所 サンテックカンパニー プラント統括部 技術課 係⻑ ⻲⽥ 尚明 施⼯ △

GCPケミカルズ㈱ 技術部 課⻑代理 澤⽥ 誠⼀ 施⼯ △

神鋼鋼線⼯業(株) ⽣産本部 尼崎事業所 技術部 部⻑ 荒⽊（代理） 施⼯ △

住友電気⼯業㈱ 特殊線事業部 PC技術部⻑ 松原 喜之 施⼯ 〇

デンカ㈱ エラストマー・インフラソリューション部⾨ 特殊混和材部 技術・マーケティンググループ ⽔野 博貴 施⼯ ×

東京製綱インターナショナル㈱ 営業企画部 兼 技術本部 ※2025年度から委員交代予定 榎本 剛 広報〇 〇

東京製綱インターナショナル㈱ ※2025年度から委員予定 安⻄ 新 広報 〇

（敬称略）
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UFC 道路橋床版研究会 第１２回（２０２４年度 第２回）技術委員会 議事要旨（案） 

 

日 時 ：2025 年 3 月 18 日（火）14：00～17：00 

場 所 ：(一財)阪神高速先進技術研究所会議室＋WEB（teams）併用 

出席者：対面：内田委員長，三木委員  欠席：奥井委員 

（以下，敬称略，名簿順） 

対面：大石，齋藤，金子，光川，大島，三谷，井原，長谷川，宇野津， 

WEB ：高木，宮地，新地，西川，本川，俵，一宮，崎山，柴田，舘，森田，仲村，山岸， 

池田，岩城，山口，鍋谷，亀田，澤田，細居，松原 

欠席：西原（知），今村，宮野，松崎，渡邉，冨田，丹羽，西原（直），田中，鈴木，松原， 

水野，榎本 

資 料： 

資料 12-1 技術委員名簿 

資料 12-2 第 11 回技術委員会 議事要旨（案） 

資料 12-3 設計部会 2024 年度 中間報告 

資料 12-4 施工部会 2024 年度 中間報告 

資料 12-5 広報部会 2024 年度 中間報告 

資料 12-6 話題提供 

資料 12-7 研究会の技術資料について 

 

議事要旨： 

１．技術委員名簿（報告） 

 

２．前回議事要旨（確認） 

大島主査より前回議事要旨の報告があり，承認された． 

 

３．設計部会 2024 年度活動中間報告 

光川主査より，設計部会の活動中間報告に関する報告があった． 

主な議論は下記の通り． 

 

・（大島委員）床版支間が 4m 以下の場合，道示の設計曲げモーメントでは危険側になるという話があ

ったが，軽量化できる UFC 床版のハンチのない構造だと不利になるのであれば，ハンチ

を付ける方向になるのか． 

⇒（光川委員）実橋に合った床版の曲げモーメントの評価をしたいところである．UFC 床版ではハン

チを無くして軽量化できるメリットがあるため，これは活かしながら，合理的な設計

手法を提案したい． 

・（大島委員）横荷重の検討のところで，制限値を 8N/mm2 にするという話があったが，どのような荷重

の組合せを想定しているのか，地震荷重も応力で縛ってしまうのか． 

資料 13-2 



⇒（光川委員）設計部会で十分な議論ができていない．実状の荷重の分担率であったり，どの程度の

応力超過があるのかを議論しながら検討を進めたい． 

⇒（岩城委員）UFC 床版は橋軸方向に鉄筋は配置されていないため，制限値が厳しくなる．ランプ橋

のように幅員の狭い橋では苦労した経験もある．制限値をどうするかは先に決めてお

かないと混乱する一方で，一旦は計算をしてみるしかないかなとも考えている． 

⇒（大島委員）過去に RPC 系の UFC 桁において，PC 鋼材を期待して終局荷重時の安全度の照査をし

たことがある．無理に応力で制限するのではなく，荷重ケースに応じて PC 鋼材や鋼

繊維の補強効果も期待して終局耐力を評価すれば合理的な設計にできると考える． 

・（三木委員）設計部会としては，これまで各種の検討内容を報告しているが，最終的には標準的な評

価方法のフローのようなものを作ろうということであるのか．ある荷重に対して断面の

照査を行うといった内容は理解しているが，全体としては，薄い UFC 床版は使いづらい

という扱いになっているのか．中間報告ではあるが，全体像が見えなくなってきている． 

⇒（光川委員）設計に関してこれまでの採用事例があまりオープンになっておらず，研究会にも「ど

うやって設計するのか」という問合せがある．今後も同様の問合せは増えるだろうと

いうことで，設計部会では課題に挙がりそうな内容を抽出して検討テーマとしている． 

⇒（三木委員）大枠として，今期はどこまでまとめるといった位置づけがあればよい． 

・（内田委員長）横荷重の検討で，設計が厳しくなれば，どのように対応するのか． 

⇒（光川委員）橋梁計画に戻って，幅員の狭い橋梁では UFC 床版の適用性は低いといった対応も考

えられる． 

⇒（一宮委員）実構造としては，床版と側縦桁がスタッドで一体化されているため，合成断面で評価

することはしないのか． 

⇒（内田委員長）高欄は考慮しないのか． 

⇒（光川委員）高欄は考慮していない． 

⇒（三木委員）高欄も床版と一体化されていので，同様に考慮した評価ができるのではないか．プレ

キャスト高欄の場合，軸方向に緊張するため，さらに剛性は増加する． 

⇒（光川委員）UFC 床版は薄いため，高欄の影響はさらに増加する． 

⇒（齋藤委員）プレキャスト高欄は軸方向に緊張するものとしないものがあるため，種類によっては

引張抵抗材としての効果を見込めないものもある．むしろ，場所打ち高欄の方が一体

化されている． 

⇒（岩城委員）これまでの設計事例で一番効果があったのは，側縦桁の板厚を増やすことであった．

また，主桁をできるだけ外側に配置するのも効果があった． 

・（三木委員）設計は FEM をベースに全体系をどの範囲まで考えて解析対象とするかというある程度複

雑な問題と，少主桁の場合とか標準的な形状を同じ土俵で説明されている気がする．道

示のような方法のカテゴリーの中で勝負できる範囲と FEM を活用しないとわからないと

ころというのを設計者の方々の観点で解説してもらったらよいと思う．設計の最初の着

眼点を見直すと，最初の設計を簡略化しようというところと，より現実に見ようとする

ところが３つの視点が混ざっているように見えたので，FEM を活用しなきゃいけないの

はそれじゃないとできないということを強調してもらう，それは構造形状とか寄与分と



かそういうところと，簡単にしてもいいよというところをうまく切り分けて最終的にま

とめると，ここが設計の中で設計者が悩んでいるのだというのが分かると思う． 

 

４．施工部会 2024 年度活動中間報告 

施工部会の活動概要が齋藤主査から説明され，続いて材料・製作・施工ワーキングの活動が報告され

た． 

一宮委員から材料ワーキングの活動が報告された．主な報告内容は以下の通りである． 

・市販材料を用いて製造した UFC の耐久性試験を実施中である．試験は 2025 年 12 月に完了する

ため，活動予算 72 万円の執行は来年度となる． 

・市販材料を用いて製造した UFC の耐久性試験の 1 回目（3 ヵ月浸漬）の結果が出た．見かけの拡

散係数は，Aft 系 UFC や RPC 系 UFC の 10 倍程度となった． 

・市販材料を用いて製造した UFC の材料費を計算した．消泡剤の単価を高性能減水剤と同じと仮

定し，鋼繊維に神鋼鋼線製のドラミックスを使用したと仮定すると，約 288,000 円/m3となった． 

・市販材料を用いて製造した UFC の CO2 排出量を計算した．鋼繊維混入率を 1.0%としたとき，

1,042.9kg/m3となり，PC 床版の約 3倍となった． 

材料 WG の報告に対して，以下の質疑応答があった． 

・（大島委員） CO2排出量の計算で PCaPC 床版の計算には鉄筋の CO2排出量が算入されているか． 

⇒（一宮委員）PCaPC 床版の計算では鉄筋の排出量を算入していないので，再計算する． 

・（内田委員長） EPMA の浸透状況の図を示してほしい． 

⇒（一宮委員）承知した． 

・（齋藤委員）市販材料を用いて製造した UFC のコストが参考値として示されたが，非常に少量を製造

したときのコストであり，かなり高めになっていると思われる．特に細骨材は運搬距離

の影響が大きいため，購入数量や運搬距離などが示されないと参考にできない．加えて

鋼繊維としてドラミックスの価格を用いているが，この製品は繊維の形状を加工して付

着性能を向上させている製品であり，形状加工しない鋼繊維より価格が高いと思われる．

参考とする場合には，ドラミックスに加えて一般的な SFRC に使う鋼繊維の価格を併記

するのが良いのではないか． 

⇒（一宮委員）誤解が無いように条件を示して成果とする． 

 

山口委員から製作ワーキングの活動が報告された．主な報告内容は以下の通りである． 

・既存工場のロングラインベンチを活用したワッフル型 UFC 床版の製作方法を検討している．型

枠メーカーに設計と図面作成を依頼しているが，3 月末までに完成しないため 80 万円の活動予

算執行は来年度となる． 

・製作方法の検討に当たっては，信濃橋入路の標準パネルを対象とする． 

・主には，橋軸方向に PC 鋼材を緊張する鋼製架台とリセス型枠の解体方法を検討する． 

製作 WG の報告に対して，以下の質疑応答があった． 

・（内田委員長）イメージとして示した鋼製架台で容量 700ton を確保できるのか． 

⇒（山口委員）プレキャストセグメントの床版横締め用に実際に使用した鋼製架台の容量は 360ton



であり，2 基並べれば容量 700ton を確保できる．ただし，架台の幅が 2m 程度なので

床版幅 7m 程度をカバーしようとしたとき，むしろ部材を縮小して 3 基並べた場合の

使用性も検討する予定である． 

⇒（齋藤委員）床版パネルの長さ（短辺）は運搬方法で決まる．一方，床版パネルの幅（長辺）は道

路幅員で決まる．道路幅員は対象橋によって変化するので，鋼製架台を分割して複数

使用する方が，汎用性が高まる． 

 

俵委員から施工ワーキングの活動が報告された．主な報告内容は以下の通りである． 

・実際に PCaPC 床版へ取り替えた合成鈑桁橋 2橋で，UFC 床版に取り替えた場合の鋼桁補強量を求

めるために格子解析を行った． 

・格子解析の結果，A 橋では鋼桁補強量が 61%削減できると予想され，B 橋では鋼桁補強が不要に

なると予想される． 

・今回の解析では，UFC 床版のヤング係数等の諸数値に PCaPC 床版と同じ値を用いていたので，諸

数値を修正した再解析が必要となる．このため，3 月末までに解析が完了せず活動予算 129 万円

の執行は次年度となる． 

施工 WG の報告に対して，以下の質疑応答があった． 

・（三木委員）A 橋と B 橋の補強量が異なっている理由は何か． 

⇒（齋藤委員）A 橋と B橋では活荷重の載荷方法が異なる．A 橋では一般的な B 活荷重を載荷してい

るが，B 橋では，レーン載荷と呼ばれるいわゆる緩和措置が取られている．このため，

補強量が異なっている． 

⇒（齋藤委員）ただし，これから UFC 床版のヤング係数やクリープ係数を見直して再度解析をする

ので，結果が変わってくると予想される． 

 

５．広報部会 2024 年度活動中間報告 

広報部会の活動について金子主査より報告があり，以下の質疑応答があった．  

・（内田委員長）建設技術展には，是非出展していただきたい．発注者が来て頂けるところに出展すべ

きである. 

⇒（金子主査）広報部会でも出展したいと考えている．予算の関係があるので，今後ご承認を頂けれ

ばと思っている. 

・（内田委員長）前回尋ねたが，ホームページのアクセス数は，カウントされていたか． 

⇒（金子主査）集計はまだしていないが，ホームページでカウントできることは確認している． 

 

６．話題提供 

国道 29 号新中島橋での床版取替えへの UFC 床版適用に関して，井原委員が設計について，齋藤委員

が施工について紹介した． 

通行止め不可の条件で設計した．取替え前の RC 床版厚が 160mm に対して，UFC 床版の厚さを 140mm

とした．道路中心付近に幅 200mm の縦目地を設け，半断面施工として通行止め不可の条件に対応した．

縦目地を空き重ね継手構造として，5φ 以上の重ね継手長を設けて間詰め材に UHPFRC（VFC）を使用す



ることとした． 

渇水期施工が条件であり，11 月から足場を組み始めて年度末に完了する工期の制約があった．一車

線交通開放しながら取替えを進め，縦目地の充填・養生だけは VFC の硬化中に振動を防止するために，

全面通行止めとした．全面通行止めが 2 月 22 日から 24 日の 3 連休に指定されたので，厳冬期に交通

開放に必要な強度が発現させることが課題となった．2 車線道路での半断面施工では，軽量な UFC 床版

のメリットがクレーン架設に現れた． 

施工では，横目地幅 30mm から 50mm に変更して充填性を向上させた．シースの接続方法をリングス

ポンジから中子シースに変更して，間詰め材の浸入リスクを軽減した． 

 

話題提供に対して，以下の質疑応答があった． 

・（三木委員）床版厚や床版の高さはどのように決定したか． 

⇒（井原委員）床版厚は，使用する PC 鋼材やシースの径から決めた．間詰め高さは必要最低厚から

決まっている． 

・（内田委員長）今回 3日間連休があったが，もし連休がなかった場合はどうするか． 

⇒（齋藤委員）路線バスの運行を止められないので，乗客数が少なくなる期間で通行止めをすること

になると想像する． 

・（内田委員長）NEXCO では補助部材で床版同士を結合し，両床版が同じく振動すると見なして間詰め

を充填する方法があったと思うが，検討しなかったのか． 

⇒（齋藤委員）ご指摘の方法も可能だが，今回は計画しなかった．蛇足になるが，UFC 床版自体の温

度を事前に高めることが出来て，間詰め材の強度発現に効果があることが分かった． 

・（光川委員）当初の部材寸法・使用材料の仮定から設計トライアルがどれ程あったか． 

⇒（井原委員）トライアルとしては，縦締め PC 鋼材の 21.8mm と 28.6mm の比較と横締め PC 鋼材の

比較ぐらいであった．前例の無い設計なので，トライアルよりも設計条件の設定に時

間を費やした． 

 

７．研究会の技術資料について 

大島委員より，「特定検討課題」の成果と，「マニュアルの改訂（追加）」について以下の提案があっ

た． 

  ①特定検討課題の成果について 

   各部会の成果を研究会技術資料として，来年度に技術委員会のパワーポイントを活用した冊子と

して整理するのはいかがか．また，まとめ方については，PPT を合本するだけではなく，初めに解説

や概要を作成するなど，各委員のご意見を聞きながら進めればよいかと考える． 

本件については，後日アンケート方式にて皆さんのご意向を聞いたうえで，検討を進めて行けばよ

いと考えている． 

 ②マニュアルについて 

   各部会の成果を研究会技術資料として冊子に整理してはどうか． 

設計については，平板型 UFC 床版の設計例を現マニュアルの添付資料として追加してはどうか． 

施工については，UFC 床版特有の作業について施工歩掛の整理をしてはどうか． 



本件についても，後日アンケート方式にて皆さんのご意向を聞いたうえで，検討を進めて行けばよ

いと考えている． 

 

本提案に対して，以下の質疑応答があった． 

・（内田委員長）これまでの成果をまとめる，展開する時期があっても良いと思う．まとめ方について

も，A4 一枚で分かるようにしてもらえると助かる． 

・（三木委員）UFC 床版のフローについては，UFC 床版特有にものに絞って 標準と言ってしまうと縛

られるので，計画と設計でどう決めたかが分かる程度のものでも良いのではないか． 

・（内田委員長）今後の進め方はどの様に考えているか． 

⇒（大島委員）まとめ方の方法に選択肢を設け，どのレベルでまとめるか決めた方が良いと考える．

4 月末ごろをめどにアンケートをお送りしたい．6 月の技術委員会で，皆さんの意見

を整理して報告し，議論したい． 
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■設計部会の取組方針

設計部会では、2022～2023年度に取り組んできた議題を踏襲

しつつ、UFC道路橋床版が広く普及していくために必要な検討を2

つのWGで作業分担して進めてきた。

■設計部会のＷＧ構成

2022年度 2023・2024年度

性 能 照 査WG 性 能 照 査WG（リーダー：渡邉委員）

構 造 検 討WG 構 造 検 討WG（リーダー：舘委員）

適用支間長検討WG
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１．設計部会 活動報告 概要



１．設計部会 活動報告 概要

■課題検討スケジュール

＜工程表＞
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：計画 ：実施

9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

性能照査
WG

連続版⽀点部の設計曲げ
モーメントの検討

細幅箱桁への
適⽤性検討

横荷重に対する検討

構造検討
WG

活動計画

2024年 2025年
作業項⽬

△：中間報告 △：成果報告

△：成果報告

△：成果報告

△：中間報告

△：中間報告



１．設計部会 活動報告 概要

■性能照査ＷＧの活動報告 概要

① UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの

検討

【概要】 実構造物により近い条件において、床版の設計曲げモーメントが

どの程度になるのかを確認し、床版設計のおける留意点等を整理する。

【結果】 構造検討WGで対象とされた床組構造を選定、着目点を整理。床

組剛性（不等沈下の影響）を考慮したFEM解析を行い、T荷重の載荷によ

る曲げモーメントを算定し、道示式と比較した。

【今後】 FEM解析を併用して設計照査を行う。なお、道示式（L=4m以上）と

の整合に対する説明が課題。
4



１．設計部会 活動報告 概要

■構造検討ＷＧの活動報告 概要

① UFC床版の細幅箱桁への適用性検討

【概要】 UFC床版の軽量化を活かしやすい長支間の条件において採

用されることが多い連続合成細幅箱桁橋に対して、支点上のひび割

れ制御の可否を探る。

【結果】 これまでの研究会で実施してきた既往検討結果を踏まえて、

検討モデルを抽出、着眼点を整理。概略自動設計を用いた試設計を

行い、鋼材重量、経済性比較を行った。

【今後】 設計マニュアルの充実に向けた活用方法。

5



１．設計部会 活動報告 概要

■構造検討ＷＧの活動報告 概要

② UFC床版橋梁の横荷重に対する検討

【概要】 既往の研究における横荷重に対する床板と床組みの荷重分

担の考え方を参考に、実構造物に近い条件での荷重分担の程度を

試算する。

【状況】 横荷重に対する床板と床組みの荷重分担について、既往の

研究成果の調査・整理を行い、着眼点を整理。これまでの試設計に

用いたモデルケースに対する荷重分担の程度を試算した。

【今後】 設計マニュアルの新たな照査項目、留意事項として加える。

6
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WGL 渡邉 裕規



【検討内容】 UFC床版の連続版支点部の設計曲げモーメントの検討

【背景】

• 道示式では4m以下は危険側、4m以上は過度に安全側になる。

• UFC床版ではFEM解析による設計となるが、道示式による照査を満足

させておきたい。

【検討の方向性】

• 実構造物により近い条件において、床版の設計曲げモーメントがどの

程度になるのかを確認し、床版設計のおける留意点等を整理する。

【検討方法】

• 構造検討WGで対象とされた床組構造を代表とする。

• 床組剛性（不等沈下の影響）を考慮したFEM解析を行い、T荷重の載

荷による曲げモーメントを算定し、道示式と比較する。

8

検討内容（第11回技術委員会にて報告）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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主鉄筋方向の
設計曲げモーメント

適用支間
（m）

曲げモーメント
の種類

床版の
区分

①+(0.12L+0.07)P0＜L≦8支間曲げモーメント単純版

②+0.8(0.12L+0.07)P0＜L≦8
支間曲げモーメント
（中間支間，端支間）

連続版 ③-0.8(0.12L+0.07)P0＜L≦4支点曲げモーメント
（中間支点） ④-(0.15L+0.125)P4＜L≦8

⑤-P･L/(1.30L+0.25)0＜L≦1.5
支点曲げモーメント片持版

⑥-(0.60L-0.22)P1.5＜L≦3

0
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床版支間長 (m)

道路橋示方書の床版の設計曲げモーメント (kN･m/m)

①

③

②

④

⑤
⑥

片持版

単純版

連続版
(支間部)

連続版
(支点部)

大きさを比較するため絶対値で表示

4.0＜L≦8.02.5＜L≦4.0L≦2.5支間 L(m)

1.125 + (L-4.0)/261.0 + (L-2.5)/121.0割増係数

単純版および連続版の割増係数

1.5＜L≦3.0L≦1.5支間 L(m)

1.0 + (L-1.5)/251.0割増係数

片持版の割増係数

床版支間長と曲げモーメントの比較

連続版支点部の設計曲げモーメントの規定

２ . 性能照査ＷＧの活動状況
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床版の曲げモーメントへの床組剛性の影響検討事例（１/３）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

前田幸雄，松井繁之：道路橋ＲＣ床版の設計曲げモーメント式に関する一考察，
土木学会論文報告集，第252号，pp.11-22，1976.8

 RC床版に関する種々の未解決の問題に着目して，引張側コンクリートを無視

した断面での直交異方性を考慮した設計曲げモーメント式が提示された。

 連続版に対しては床版支持桁の不等沈下による影響が大きいことが強調され，

この影響の設計曲げモーメント式への考慮を検討されている。

【論文内容の抜粋】

■ 連続版の検討モデル

 4本主桁と5本主桁をもつ連続版を対象

 支持桁の剛性は５種類設定。その大きさは相関

剛比Hとして整理されている。

H＝EI/L/Dx

ここに，EI：支持桁の曲げ剛性

Dx：床版の主鉄筋方向の板剛性

一般のプレートガーダー橋ではH=10～15，

トラス橋ではH=2～5程度，H=∞ で剛支持
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床版の曲げモーメントへの床組剛性の影響検討事例（２/３）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

図ｰ１６ 最大モーメントの相関剛比との関係（中間支点部の結果の抜粋）

 支点上の曲げモーメントは図一16で明らかなように，H=∞ の本解析値は現行示方書設

計値の約2倍もなる。

 一方，支持桁の不等沈下を考慮すると，支間部とは逆

に，H=∞のものから約25～30%も減少する。しか

し，床版スパンが3m以上の範囲では，依然として設

計値を上回っており，注意を払う必要がある。

※示方書設計値は鋼橋編の値

約2倍

示方書

本解析値

示方書

本解析値

約2倍

■ 検討結果
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床版の曲げモーメントへの床組剛性の影響検討事例（３/３）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

 実橋では，一般にハンチを設けるためこの過大なモーメントを受けても実応力は許容値

を越えない場合もあると考えられるが，床版破損調査を行った場合，支持桁上の床版上

側にひびわれ発生が発見されることが多いことは，このような過大なモーメントの発生

があったものと考えてよいだろう。

 よって，支点モーメントについても，示方書の単純版の80%とする規定は危険側と考え

られ，適切なモーメント式の提案が必要である。

➜ハンチを設けない構造のUFC床版では，床版支間4m以下の連続版において，

支点部を道示の設計曲げモーメントで設計することは問題となる可能性がある。

➜一方で，不等沈下の影響も比較的大きい可能性もあることから，床組を含めた

FEM解析等で床版の設計や曲げモーメントの評価等を行うことが望ましいと

いえる。

■ 検討結果（続き）

【上記事例を受けた考察】
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検討対象構造（支間長4m以下の床版構造）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

 第６回技術委員会で検討した以下の２主桁・ブラケット構造とする。

 検討では，中央分離帯を無くして中央縦桁部に生じる負曲げについても確認する。

19.75
1.75 2x3.5 = 7.0 2.25 2x3.5 = 7.0 1.75

2.5

UFC床版 t=130mm

2.53.775 3.7753.6 3.6

2.
9

対象橋梁の計画概要（２主桁・ブラケットあり）

• 鋼桁形式：開断面箱桁，支間長80m+100m+80m の連続桁を想定

• 床版の規格：ＵＦＣ床版[平板型]

• 床版支間方向；車輌進行方向に直角

• 陸上輸送等を考慮して主桁幅2.5mの開断面で計画，横桁間隔は10m

• 床版支間が4m程度で等間隔になるよう，主桁および縦桁１本を配置（張出し部は若干小さく）
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検討内容

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

 以下の４ケースを解析し比較することで，床組剛性（不等沈下）の影響を確認する。

※下のケースになるほど床組剛性が小さく，より弾性支持される条件となる。

モデル①：全ての床組部材を鉛直方向に固定する

➜ 床組剛性（不等沈下）の影響がない場合

モデル②：主桁部材を鉛直方向に固定する

➜ 縦桁及び横桁の剛性影響を考慮

モデル③：実構造と同様に主桁支点位置で鉛直方向に固定する

➜ 縦桁及び横桁に加えて主桁の剛性影響を考慮

80m 100m 80m

モデル②‐1：横桁位置直上に載荷

モデル②‐2：縦桁支間中央に載荷

※縦桁支間中央に載荷

横桁 横桁
縦桁

②‐1 ②‐2
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FEM解析による曲げモーメントの算定（１/８）

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

 FEMモデルにT荷重を幅員方向に移動載荷し，複数載荷による最大値を算定する。

 解析結果に衝撃の影響 i=20/(50+L)を考慮し，最小限の安全余裕として10%増し※とし

た値を解析値とする。

節点数：約 102,958
要素数：約 103,591

FEM解析モデル（② 床組剛性考慮モデル）

14x350FLG中間横桁
ＳＭ400 9x2200WEB

20x300FLG縦 桁
SM400 9x1300WEB

18x220FLG側縦桁
SM400 9x1100WEB

22x350FLGブラケット
SM400 9x1300WEB

2.5

UFC床版 t=130mm

2.53.775 3.7753.6 3.6

2.
9

※ 道示の設計曲げモーメント式は，理論式を導いたときの仮定と実際の構造との違いや，床版を施
工するときに生じる床版厚や配筋の誤差等を考慮して，理論値に対して10～20%の安全を確保
した式として規定されていることから，最小限の10%の余裕をとるものとして整理した

シェル要素でモデル化
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(1) 正曲げ（中央支間部）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m46.3×1.11=0.8×(0.12×3.775(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦8)道示式

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(0.88)kN･m/m40.8×1.1  =27.06×(1+0.37)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(0.90)kN･m/m41.4×1.1  =27.45×(1+0.37)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(0.92)kN･m/m42.5×1.1  =28.14×(1+0.37)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(0.93)kN･m/m42.9×1.1  =28.40×(1+0.37)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

 道示式は，FEM解析値に対して20%程度の安全余裕のある値となっている。

 床組剛性（不等沈下）の影響は高々５％程度と小さい。

1.75 1.0

100kN

1.751.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（２/８）

支間長 L= 3.775m

割増係数 = 1.0 + (3.775(m)-2.5)/12 = 1.11

衝撃係数 = 20 / (50+3.775(m)) = 0.37

：着目点

：T荷重１組の
移動載荷に
よる影響線

〔載荷状態〕
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(2) 正曲げ（ブラケット部） 1.75
100kN

1.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（３/８）

支間長 L= 3.6m

割増係数 = 1.0 + (3.6(m)-2.5)/12 = 1.09

衝撃係数 = 20 / (50+3.6(m)) = 0.37

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m43.8×1.09=0.8×(0.12×3.6(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦8)道示式

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(0.91)kN･m/m39.7×1.1  =26.30×(1+0.37)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(0.89)kN･m/m39.0×1.1  =25.82×(1+0.37)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(0.88)kN･m/m38.6×1.1  =25.53×(1+0.37)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(0.88)kN･m/m38.6×1.1  =25.59×(1+0.37)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

：着目点

：T荷重１組の
移動載荷に
よる影響線

〔載荷状態〕

 道示式は，FEM解析値に対して20%程度の安全余裕のある値となっている。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると値が小さくなる傾向である。
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(3) 負曲げ（中央縦桁位置）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m-46.3×1.11=-0.8×(0.12×3.775(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦4)
道示式

(1.65)kN･m/m-76.5×1.11=-(0.15×3.775(m)+0.125)×100(kN)(4＜L≦8) 【参考】

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(1.40)kN･m/m-64.6×1.1  =-42.81×(1+0.37)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(1.47)kN･m/m-68.1×1.1  =-45.11×(1+0.37)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(1.02)kN･m/m-47.3×1.1  =-31.36×(1+0.37)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(1.03)kN･m/m-47.7×1.1  =-31.64×(1+0.37)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

1.75 1.0

100kN

1.751.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（４/８）

支間長 L= 3.775m

割増係数 = 1.0 + (3.775(m)-2.5)/12 = 1.11

衝撃係数 = 20 / (50+3.775(m)) = 0.37

：着目点

：T荷重１組の移動
載荷による影響線〔載荷状態〕

1.0 1.75

 道示式（L≦4）より，FEM解析値（①）は４0%程度大きな値となる。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると，縦桁支間中央（②‐2，③）では大幅に小さ

くなるが，横桁位置（②‐1）では大きくなる。
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(4) 負曲げ（主桁-内側ウェブ位置）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m-46.3×1.11=-0.8×(0.12×3.775(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦4)
道示式

(1.65)kN･m/m-76.5×1.11=-(0.15×3.775(m)+0.125)×100(kN)(4＜L≦8) 【参考】

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(1.12)kN･m/m-51.8×1.1  =-34.31×(1+0.37)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(1.14)kN･m/m-53.0×1.1  =-35.09×(1+0.37)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(1.23)kN･m/m-56.8×1.1  =-37.64×(1+0.37)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(1.15)kN･m/m-53.4×1.1  =-35.39×(1+0.37)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

1.75 1.0

100kN

1.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（５/８）

支間長 L= 3.775m ※大きい方を適用

割増係数 = 1.0 + (3.775(m)-2.5)/12 = 1.11

衝撃係数 = 20 / (50+3.775(m)) = 0.37

：着目点

：T荷重１組の移動
載荷による影響線〔載荷状態〕

1.0 1.75

 道示式（L≦4）より，FEM解析値（①）は10%程度大きな値となる。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると，最大10％程度大きくなる。
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(5) 負曲げ（主桁-外側ウェブ位置）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m-43.8×1.09=-0.8×(0.12×3.6(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦4)
道示式

(1.66)kN･m/m-72.6×1.09=-(0.15×3.6(m)+0.125)×100(kN)(4＜L≦8) 【参考】

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(1.18)kN･m/m-51.6×1.1  =-34.16×(1+0.37)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(1.27)kN･m/m-55.8×1.1  =-36.96×(1+0.37)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(1.33)kN･m/m-58.3×1.1  =-38.61×(1+0.37)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(1.25)kN･m/m-54.8×1.1  =-36.29×(1+0.37)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

1.75 1.0

100kN

1.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（６/８）

支間長 L= 3.6m ※大きい方を適用

割増係数 = 1.0 + (3.6(m)-2.5)/12 = 1.09

衝撃係数 = 20 / (50+3.6(m)) = 0.37

：着目点

：T荷重１組の移動
載荷による影響線〔載荷状態〕

 道示式（L≦4）より，FEM解析値（①）は20%程度大きな値となる。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると，最大15％程度大きくなる。
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(4) 負曲げ（主桁-内側ウェブ位置）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m-37.6×1.05=-0.8×(0.12×3.138(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦4)
道示式

(1.67)kN･m/m-62.7×1.05=-(0.15×3.138(m)+0.125)×100(kN)(4＜L≦8) 【参考】

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(1.38)kN･m/m-51.9×1.1  =-34.31×(1+0.38)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(1.41)kN･m/m-53.1×1.1  =-35.09×(1+0.38)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(1.51)kN･m/m-57.0×1.1  =-37.64×(1+0.38)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(1.42)kN･m/m-53.6×1.1  =-35.39×(1+0.38)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

1.75 1.0

100kN

1.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（７/８）

支間長 L= (3.775+2.5)/２=3.138m

割増係数 = 1.0 + (3.138(m)-2.5)/12 = 1.05

衝撃係数 = 20 / (50+3.138(m)) = 0.38

：着目点

：T荷重１組の移動
載荷による影響線〔載荷状態〕

1.0 1.75

 道示式（L≦4）より，FEM解析値（①）は４0%程度大きな値となる。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると，最大10％程度大きくなる。

【参考】支点左右の平均支間長を用いる場合



2.5 2.53.775 3.7753.6 3.6

2.
9

22

２ . 性能照査ＷＧの活動状況

(5) 負曲げ（主桁-外側ウェブ位置）

(比率)割増係数道示Ⅱ 表-11.2.1

(1.00)kN･m/m-36.5×1.05=-0.8×(0.12×3.05(m)+0.07 )×100(kN)(0＜L≦4)
道示式

(1.67)kN･m/m-60.9×1.05=-(0.15×3.05(m)+0.125)×100(kN)(4＜L≦8) 【参考】

(比率)10%増FEM結果 衝撃係数

(1.42)kN･m/m-51.7×1.1  =-34.16×(1+0.38)① 床組剛性の考慮なし (不等沈下なし)

FEM
解析

(1.53)kN･m/m-56.0×1.1  =-36.96×(1+0.38)②‐1 床組剛性の考慮(横桁位置)

(1.60)kN･m/m-58.5×1.1  =-38.61×(1+0.38)②‐2床組剛性の考慮(縦桁支間中央)

(1.51)kN･m/m-55.0×1.1  =-36.29×(1+0.38)③ 床組+主桁剛性考慮(縦桁支間中央)

1.75 1.0

100kN

1.75 1.75

FEM解析による曲げモーメントの算定（８/８）

支間長 L= (3.6+2.5)/２=3.05m

割増係数 = 1.0 + (3.05(m)-2.5)/12 = 1.05

衝撃係数 = 20 / (50+3.05(m)) = 0.38

：着目点

：T荷重１組の移動
載荷による影響線〔載荷状態〕

 道示式（L≦4）より，FEM解析値（①）は４0%程度大きな値となる。

 床組剛性（不等沈下）の影響を考慮すると，最大20％程度大きくなる。

【参考】支点左右の平均支間長を用いる場合
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

道示式とFEM解析による曲げモーメントの比較まとめ（１/２）

【径間部の曲げモーメント】

 道示式の設計曲げモーメントはFEM解析の20%増程度の値であり，道

示式が「理論値に対して10～20%の安全を確保した式」とされること

に整合することを確認した。

 不等沈下による影響は，本構造では最大5%程度であることを確認した。

【支点部の曲げモーメント】

 FEM解析から求めた設計曲げモーメントは，道示式（L=4m以下）よ

り大きな値になることを確認した。

 不等沈下の影響の考慮により，最も不利な条件では10～15%程度大き

くなることを確認した。

 参考に道示式（L=4m以上）により算出した値と比較すると，これより

は小さいことを確認した。
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２ . 性能照査ＷＧの活動状況

道示式とFEM解析による曲げモーメントの比較まとめ（２/２）

【支点部の曲げモーメントの取扱いについて】

 一般のコンクリート系床版では，ハンチを設けることで径間部より支

点部の断面性能が大きくなっているため，（実構造では）特に問題な

い状況にあると考えられる。

 一方，ハンチを設けない床版の支点部を道示式（L=4m以下）により設

計すると，必要な（支間部と同等の）設計余裕を確保できない可能性

がある。

 これを回避するためには，当面はＦＥＭ解析を併用して設計照査を行

うことが妥当と考えられる。

 なお，ＦＥＭなしで設計する場合には，道示式（L=4m以上）を用いる

ことも一法と考えられるが，一般の床版の設計法との整合（L=4m以下

の式で設計）をどのように説明するかが課題になると思われる。



2024年度活動報告
構造検討WG

WGL 舘 浩司
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■構造検討ＷＧの活動概要

①UFC床版の細幅箱桁への適用検討 （活動報告）
UFC床版の軽量化を活かしやすい長支間の条件において
連続合成細幅箱桁の概略設計を行い、過年度までの検討
結果と比較を行った。

結果、鋼重は少し増加する傾向が見られるものの、設計
施工の条件に応じた選択肢の一つになると考えられる。

過年度の検討と合わせ、主桁断面形状との関係、傾向、
課題などを把握できた。
これらを、設計マニュアルを充実させて行く中で具体的
にどう活かすか、今後の一つの課題と考えられる。
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■構造検討ＷＧの活動概要

②UFC床版橋梁の横荷重に対する検討 （活動報告）
床版厚の薄いUFC床版では、横荷重に対する抵抗性能が
不足する可能性も考えられるため、既往の研究における
横荷重に対する考え方を整理し、それら参考に、UFC
床版の横荷重に対する特性を試算した。

結果、UFC床版は横荷重に対して許容できる引張応力度
が小さいことから、合成床版のように床版単体で受け持
つ仮定では無く、鋼桁を含めた一体断面での照査が妥当
であり、主桁断面形状を計画する留意点となる。
この結果は、設計マニュアルの新たな照査項目、留意事
項として加えて行くのが良いとが考えられる。



28

構造検討ＷＧの活動報告

①UFC床版の細幅箱桁への適用性検討

(1)検討モデル
－側面図－(3径間モデル)

－上部工標準断面－(3主桁/側縦桁無し) ＜配力筋方向；ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝＰＣ鋼材＞

UFC床版の厚さをmin130mmとするため床版支間3.9m以下で計画

（細幅箱桁３主桁/各主桁間に縦桁配置）

・UFC床版厚と床版支間

・床版厚による負曲げ対策効果
2023年度の活動報告
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構造検討ＷＧの活動報告

(2)概略設計結果・・・細幅箱桁

－検討モデルの妥当性－
（3主桁/側縦桁無し）

左表の概略設計結果より
中間支点部の下フランジ厚
が75mmとなり，２主桁構造
ではフランジ厚が100mmを
超過する．

検討モデル
細幅箱桁の３主桁構造は
妥当と判断できる．

過年度検討の開断面箱桁
との比較と優位性検証を
以降に示す．

x 44 x 18

x 20 x 14

x 75 x 33

x 14

x 9

x 11

x 11

x 10

x 9

200 mm

製作工数 （工数) 5,524

合計 (t) 1,375.0 (0.259)

ブラケット (t) 0.0 (0.000)

側縦桁 (t) 0.0 (0.000)

縦桁 (t) 56.8 (0.011)

横桁 (t) 115.1 (0.022)

鋼重

主桁 (t) 1,203.0 (0.226)

小型材片数 (部材) 7,988

数量

大型材片数 (部材) 810

活荷重たわみ 138 mm　＜ (100000mm/500）

WEB 800 SM400
縦桁断面(中間部)

FLG 220 SM400

WEB 2189 SM400
中間横桁断面

FLG 350 SM400

WEB 2186 SM400
端横桁断面

FLG 350 SM400

L-FLG 1450 1450

WEB 2900 2900

U-FLG 1450 1450

材質 SM520 SM490Y

細幅箱桁3主桁（ブラケット無し）

主桁断面

位置 中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15

※鋼重欄( )書きはm2鋼重；幅員方向は全幅
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CASE1

《過年度検討モデル》・・・・・・開断面箱桁

CASE2

CASE3 CASE4
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《概略設計結果一覧表(1)》・・・・・細幅箱桁(3主桁) vs 開断面箱桁(2主桁）

x 44 x 18 x 68 x 23 x 48 x 24

x 20 x 14 x 20 x 14 x 19 x 14

x 75 x 33 x 58 x 23 x 41 x 24

x 22

x 9

x 14 x 27 x 22

x 9 x 9 x 9

x 11 x 14 x 22

x 11 x 9 x 9

x 28 x 22

x 9 x 9

x 10 x 20 x 22

x 9 x 9 x 9

x 27

x 9

x 18

x 9

200 mm 200 mm 200 mm

5,286製作工数 （工数) 5,524 製作工数 （工数) 6,048 製作工数 （工数)

1,277.7 (0.240) 合計 (t) 1,286.2 (0.242)合計 (t) 1,375.0 (0.259) 合計 (t)

ブラケット (t)ブラケット (t) 0.0 (0.000) ブラケット (t) 55.6 (0.010)

側縦桁 (t) 0.0 (0.000) 側縦桁 (t) 84.3 (0.016)

58.5 (0.011) 縦桁 (t) 123.0 (0.023)縦桁 (t) 56.8 (0.011) 縦桁 (t)

68.7 (0.013) 横桁 (t) 152.6 (0.029)横桁 (t) 115.1 (0.022) 横桁 (t)

(0.190)

鋼重

主桁 (t) 1,010.6 (0.190)

側縦桁 (t)
鋼重

主桁 (t) 1,203.0 (0.226)

鋼重

主桁 (t) 1,010.6

7,146小型材片数 (部材) 7,988 小型材片数 (部材) 8,448 小型材片数 (部材)

527

数量

大型材片数 (部材) 810 大型材片数 (部材) 449 大型材片数 (部材)

(100000mm/500）活荷重たわみ 138 mm　＜ (100000mm/500） 138 mm　＜ (100000mm/500） 141 mm　＜

WEB 1082 SM400 WEB
側縦桁断面(中間部）

FLG 220 SM400 FLG

WEB 1073 SM400 WEB

FLG
側縦桁断面（端部）

FLG 220 SM400

WEB 1278 SM400WEB 800 SM400 WEB 1280 SM400

SM400 FLG 300 SM400
縦桁断面(中間部)

FLG 220 SM400 FLG 300

WEB 1272 SM400 WEB 1278 SM400

SM400
縦桁断面（端部）

FLG 300 SM400 FLG 300

SM400WEB 2189 SM400 WEB 2186 SM400 WEB 2178

520 SM400
中間横桁断面

FLG 350 SM400 FLG 350 SM400 FLG

2178 SM400WEB 2186 SM400 WEB 2173 SM400 WEB

FLG 520 SM400
端横桁断面

FLG 350 SM400 FLG 380 SM400

WEBWEB WEB 1278 SM400

SM400 FLG
ブラケット断面

FLG FLG 350

L-FLG 1450 1450 L-FLG 2750 2750 L-FLG 2750 2750

2900WEB 2900 2900 WEB 2900 2900 WEB 2900

700 700U-FLG 1450 1450 U-FLG 700 700 U-FLG

SM490Y 材質 SM520 SM490Y材質 SM520 SM490Y 材質 SM520

中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15 位置 中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15

細幅箱桁3主桁（ブラケット無し） 過年度CASE1　2主桁（ブラケット有） 過年度CASE2　2主桁（ブラケット無）

主桁断面

位置 中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15 位置



32

構造検討ＷＧの活動報告

x 44 x 18 x 49 x 22 x 46 x 22

x 20 x 14 x 17 x 14 x 17 x 14

x 75 x 33 x 40 x 15 x 34 x 13

x 19

x 9

x 14 x 18 x 14

x 9 x 9 x 9

x 11 x 11 x 11

x 11 x 9 x 9

x 10

x 9

x 26

x 9

x 18

x 9

200 mm 200 mm 200 mm

6,758 製作工数 （工数) 5,743製作工数 （工数)

(0.266) 合計 (t) 1,333.5 (0.251)

製作工数 （工数) 5,524

合計 (t) 1,412.5合計 (t) 1,375.0 (0.259)

37.6 (0.007) ブラケット (t)ブラケット (t)ブラケット (t) 0.0 (0.000)

側縦桁 (t) 79.9 (0.015) 側縦桁 (t)側縦桁 (t) 0.0 (0.000)

縦桁 (t) 0.0 (0.000) 縦桁 (t)

横桁 (t) 71.4 (0.013)

縦桁 (t) 56.8 (0.011)

主桁 (t) 1,262.1 (0.238)

横桁 (t) 115.1 (0.022)

鋼重

主桁 (t) 1,242.8 (0.234)

鋼重

横桁 (t) 52.2 (0.010)

10,298

鋼重

主桁 (t) 1,203.0 (0.226)

小型材片数 (部材) 11,901 小型材片数 (部材)

597

小型材片数 (部材) 7,988

大型材片数 (部材) 597 大型材片数 (部材)

(100000mm/500）

数量

大型材片数 (部材) 810

130 mm　＜ (100000mm/500） 127 mm　＜活荷重たわみ 138 mm　＜ (100000mm/500）

WEB 982 SM400 WEB

FLG 220 SM400 FLG
側縦桁断面(中間部）

WEB 974 SM400 WEB

FLGFLG 220 SM400

WEB

側縦桁断面（端部）

WEB

FLG

WEB 800 SM400

FLG
縦桁断面(中間部)

FLG 220 SM400

SM400WEB 2189 SM400 WEB 2189

350 SM400

WEB 2189 SM400

FLG 350 SM400 FLG

2186 SM400

中間横桁断面
FLG 350 SM400

WEB 2182 SM400 WEB

FLG 350 SM400

WEB 2186 SM400

FLG 350 SM400

WEB

端横桁断面
FLG 350 SM400

WEB 1181 SM400

SM400 FLG

WEB

FLG 300
ブラケット断面

FLG

L-FLG 2750 2750 L-FLG 3050 3050

2900

L-FLG 1450 1450

WEB 2900 2900 WEB 2900

700 700

WEB 2900 2900

U-FLG 700 700 U-FLG

SM490Y SM520 SM490Y

U-FLG 1450 1450

材質 SM520

中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15 中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15

材質 SM520 SM490Y

位置

細幅箱桁3主桁（ブラケット無し） 過年度CASE3　3主桁（ブラケット有） 過年度CASE4　3主桁（ブラケット無）

主桁断面

位置 中間支点-SEC-9 支間中央-Sec15

※鋼重欄( )書きはm2鋼重；幅員方向は全幅

《概略設計結果一覧表(2)》・・・・・細幅箱桁(3主桁) vs 開断面箱桁(3主桁）
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図_鋼重比較グラフ（内訳積み上げ）
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工数算定要素内訳表

※「3主桁ブラケットなし」で比較すると，細幅箱桁は主桁の大型材片数が少なくなるも

のの，縦桁の大型材片が加算されることで大型材片数は全体で増えることになる．

3主桁案(細幅箱桁を含）は2主桁案より，大型材片・小型材片ともに多くなる．
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【評価】

◆過年度の開断面箱桁は，2主桁案より3主桁案の方が主
桁重量が重く全体鋼重も増加する傾向である．
今回検討の細幅箱桁は，3主桁ゆえに過年度の開断面箱
桁2主桁案より鋼重が増加する結果となった．

◆3主桁案の中では主桁重量を最も軽くできるが，横桁や
縦桁の重量が大きいため全体鋼重はほぼ開断面箱桁と
同等の結果となった．

◆鋼桁の経済性を左右する製作工数では，ブラケットな
し案が全体的に優位な結果となっている．
3主桁案での比較は，構造省力化の影響もあり細幅箱桁
の製作工数が最少の結果となった．
※細幅箱桁が圧倒的に優位にならない理由は，横桁・縦桁の床組構造を

他案に比べて多く配置する必要があるためと考える．
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◆開断面箱桁との比較では，比較有力候補の2主桁ブラ
ケットなし案に対して鋼重・製作工数共に5%程度劣る
結果となっている．

細幅箱桁 開断面箱桁
鋼 重(ton) 1,375(1.069) 1,286(1.000)
製作工数(人) 5,524(1.045) 5,286(1.000)

なお開断面箱桁では，上フランジの横倒れ座屈防止の
架設材として上横構が必要となる．
（鋼重・製作工数に含めていない）
架設材などの施工費用を考慮した場合，細幅箱桁に十
分な優位性があると考える．



37

構造検討ＷＧの活動報告

(3)中間支点上の負曲げ対策検討・・・・細幅箱桁

ポストテンションケーブルのみで中間支点部の床版引張を解消する
場合は，131本以上（全幅換算1S28.6@154mmを配置すれば可能となる．

※シース径φ53mmで純間隔1/2φの確保が可能

実構造では下図に示すケーブル制約を考慮すると@109mm～@112mmで
の配置が必要となる．（実績:玉出入路@200mm，過年度試設計:開断

面箱桁@120mmに比べると間隔が小さい)

実構造では主桁･縦桁上フランジでポステン
ケーブル配置が制約を受ける．

－ポステンケーブル配置図－
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ポストテンションケーブルの定着部の近接対策

ポストテンションケーブルを@110mm程度で配置する場合，ケーブル定
着具の配置近接が課題となるが、これは下図のように中間支点上付近
を各横桁間に交差定着パネルを連続･分散させることにより回避が可能．

交差/定着パネル
合計
132本

中間支点
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＜検討データ：ポストテンションケーブル本数＞

(1)床版応力度
(2)必要プレストレス量

（床版全幅で計算）

25.9N/mm2×20250mm×130mm
＝6.818×104kN

(3)必要ケーブル本数
6.818×104kN/524.2kN
＝130.1本 ⇒ 131本
配置ピッチ（床版全幅）
20250mm/131本＝ 154mm

ポストテンションケーブル規格
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(4)スタッドジベル配置の検証・・・・細幅箱桁

ここまでの検討
橋軸直角方向のプレテンションケーブル配置 ⇒ @130mm

スタッドジベルの配置が密になる床版端部や中間支点上にお
いて玉出入路のジベル孔間隔185mmを想定して設定

ジベル孔を
無視した
見かけ上の
ケーブル配置

@130mm
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本報告では，細幅箱桁の概略設計結果をベースにしてスタッド
ジベルの配置を検討し床版設定の妥当性を検証する．

－スタッドジベル配置図－

・細幅箱桁でのスタッドジベルの配置間隔
は@200mm以上となり，前頁で想定した
@185mmを満足する結果なった．

・支間中央部の広い範囲が最大間隔(床版
厚の3倍：130mm×3=390mm)で決まりス
タッド本数が多くなる．（課題）

(2)-1)    (3)                         (4)                      (3) (2)-1)           (3)                                 (4)
次頁以降説明番号
（ｸﾘﾃｨｶﾙｹｰｽ)
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＜検討条件：スタッドジベル配置＞

(1)乾燥収縮･温度差によるせん断力〔本設計では決定要因とならない〕
道示Ⅱ「14.5.2_床版のコンクリートの乾燥収縮および床版のコンク
リートと鋼桁等の温度差により生じるせん断力」の項に従い，そのせ
ん断力を桁端部（L/10または主桁間隔の小さい方）で三角形分布状で
受け持つとした照査

(2)L2地震時(直角方向)によるせん断力
1)端支点上･中間支点上〔本設計での決定要因：41ページ図中(2)-1)〕
◆設計水平力；当該支点の死荷重反力×設計水平震度
設計水平震度⇒1.05(荷重係数)×1.75(Ⅱ種地盤の最大設計水平震度)
※動的解析を実施していないため安全側となる静的震度で設計

◆橋軸直角方向の作用力は，横桁間で三角形分布するものと仮定
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参考資料；細幅箱桁の設計例と解説
(一社)日本橋梁建設協会「5.8ずれ止め」

桁端部/中間支点上では，前頁に示す三角形分布で橋軸直角方向のせん
断力を受け持つとし，三角形の頂点（最大値のせん断力）を1列のス
タッドジベルで受け持てる橋軸方向間隔を計算する．
※三角形分布の範囲は上記の間隔でスタッドジベルを配置する．

2)中間横桁位置〔本設計では決定要因とならない〕
◆設計水平力は，1)端支点上・中間支点上と同様に設定
◆橋軸直角方向の作用力は，横桁間で三角形分布するものと仮定

参考資料；細幅箱桁の設計例と解説
(一社)日本橋梁建設協会「5.8ずれ止め」
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(3)合成後死荷重及び活荷重による水平せん断力；Hp(N/mm2)
〔端支点・中間支点付近の決定要因：41ページ図中(3)〕

(4)スタッド最大間隔
〔床版厚が薄いため支間中央付近の広い範囲で決定要因：41ﾍﾟｰｼﾞ図中(4)〕

道示Ⅱ14.5.3_ずれ止めの最大間隔 に準拠
⇒床版コンクリート厚さの3倍かつ600mmを超えない範囲で設定

130mm×3＝390mm ⇒ @390mmがスタッド最大間隔
※他の床版形式よりスタッドジベル間隔が狭くなる．
スタッドジベルの本数が多くなることが課題と考える．
他床版の場合，中間横桁位置はL2地震時で決まるがUFC床版の場合は
最大間隔の方が狭く決定要因になっている．
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②UFC床版の細幅箱桁橋への横荷重に対する検討

(1)検討モデル
－側面図－(3径間モデル)

－上部工標準断面－(3主桁/側縦桁無し) ＜配力筋方向；ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝＰＣ鋼材＞
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②UFC床版の細幅箱桁橋への横荷重に対する検討

(2)検討箇所

地震荷重等の横荷重による面外曲げモーメントの分布は、一般に
支承によって桁が拘束される中間支点上が大きくなり、床版断面決
定上支配的となる。

これを踏まえて、中間支点上の床版断面を検討対象とする。

(3)検討方法

具体の地震荷重等は、基礎地盤条件や支承条件等によりばらつき
が生じることから、今回の検討は、一般に細幅箱桁橋に適用される
「合成床版」と「UFC床版」の中間支点上床版断面の抵抗曲げモー
メントを対比することで、床版自体の横荷重抵抗性を検討する。
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(4)検討結果

1）合成床版の横荷重に対する断面照査の考え方

「細幅箱桁橋の設計例と解説(R3.6日本橋梁建設協会)」では、
安全側の評価となるように、横荷重に対して全て床版で抵抗するも
のとして照査されている。

これより、中間支点上の合成床版断面（底鋼板は鉄筋換算しRC断
面として検討）の抵抗曲げモーメント（＝初降伏曲げモーメントと
する）を横荷重抵抗性を有する床版断面としての基準値と仮定する。

ここで、合成床版（RC断面に換算）では、床版鉄筋の降伏強度を
考慮して抵抗曲げモーメントを算定し、応力照査がなされている。

→ これに準じて、合成床版の抵抗曲げモーメント（初降伏曲げ
モーメント）を試算する。
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図. 参考とする合成床版中間支点上断面(RC断面換算)

「細幅箱桁橋の設計例と解説(R3.6日本橋梁建設協会)」より

下図のRC断面(配筋)を今回検討する

橋梁幅員20.250mに拡張して検討
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図. 参考とする合成床版中間支点上断面の初降伏曲げモーメントの試算結果

（使用ソフト：Forum8,RC断面計算）

Myo≒277,000 kN.m

合成床版中間支点上断面の
抵抗曲げモーメント(初降伏曲げ)
は、277,000kN･m程度となる
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(4)検討結果

2）UFC床版の横荷重に対する断面照査の考え方

UFC床版の特長として、鉄筋を有さないこと、常時（D,L）の作用
に対して床版に引張応力を生じさせないように設計（床版への引張
応力をキャンセルするようにPC鋼材を配置）することから、PC鋼材
が健全であることが床版構造安定上の必要条件となる。

このため、UFC床版においては、地震荷重等の横荷重に対して、
PC鋼材の降伏を前提とした抵抗曲げモーメントを考慮するのではな
く、UFC床版として横荷重に対して許容できる引張応力度に相当す
る曲げモーメントを抵抗曲げモーメントとして検討する。

ここで、地震時の照査では、道示規定により活荷重の組合せを考
慮しないため、中間支点上の床版負曲げ応力度のうち、控除される
活荷重の作用分と、地震時の床版引張応力度制限値（L2地震：曲げ
ひび割れ発生限度に相当する12N/mm2）を足し合わせたものに相当
する曲げモーメントを、UFC床版の横荷重に対する面外方向抵抗曲
げモーメントと見なして検討する。
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構造検討ＷＧの活動報告

－側面図－(3径間モデル)

－上部工標準断面－(3主桁/側縦桁無し)

＜配力筋方向；ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝＰＣ鋼材＞

※横荷重に対する抵抗断面を考慮するに当たって、

PC鋼材による寄与は考慮しないものとする。

図. 今回検討するUFC床版を有する細幅箱桁橋

（前項①の検討より）



(4)検討結果

・UFC床版断面：幅員20250mm×床版厚130mm

・中間支点部の床版応力度（プレストレス導入前,P1支点部）
負曲げ応力最大 25.9N/mm2

うち活荷重の作用11.3N/mm2

↓
活荷重を除く作用14.6N/mm2

ここにL2地震荷重等の横荷重
による引張応力度が作用する
と考える。
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構造検討ＷＧの活動報告
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構造検討ＷＧの活動報告

(4)検討結果

・UFC床版の有する抵抗曲げモーメント（L2地震荷重に対して）

Ｍa＝σa×Ｚ

σa：L2地震時にUFC床版が許容できる面外方向の作用応力度
σL：活荷重の作用による床版負曲げ応力度≒11N/mm2

σa’：L2地震時の引張応力度制限値＝12N/mm2

（UFC床版の設計･製作･施工･維持管理ﾏﾆｭｱﾙ(案)より）
σa＝σL＋σa’＝ 23N/mm2

Ｚ：UFC床版断面の断面係数（B･H2/6）
Ｚ＝130×202502/6 ＝ 8.885×109 mm3

Ｍa ＝ 2.043×1011 N･mm ≒ 204,000 kN･m

⇒ 合成床版等のコンクリート系床版に比べ、UFC床版の横荷重
への抵抗に寄与する面外方向抵抗曲げモーメントは小さい
と判断される。
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構造検討ＷＧの活動報告

(4)検討結果 3）まとめ

●UFC床版単体での面外方向抵抗曲げモーメントは、合成床版等
のコンクリート系床版に比べて小さい。
一方、UFC床版は床版厚が小さく比較的軽量なため、作用する
地震時慣性力が低減される効果がある。

●これを踏まえて、横荷重に対しては、①UFC床版単体の照査を
検討し、引張応力度制限値を満足しない場合は、UFC床版＋
鋼桁一体断面を考慮した照査による段階的な設計を行うこと
が妥当と考える。

●UFC床版＋鋼桁一体断面で照査する場合、設計上の留意点は
下記の点が挙げられる。

【鈑桁形式】横桁及び横構による横荷重に抵抗できる構造
【開断面箱桁形式】横桁及び箱桁内の対傾構や横構等による

横荷重に抵抗できる構造
【細幅箱桁形式】横桁及び箱桁内ダイヤフラムによる横荷重

に抵抗できる構造
今回の検討断面のように外桁を外側に配置した
構造が横荷重に対しても有利と想定される
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■ 施工部会の活動テーマ

■ 使用材料，製作および施工面でUFC床版の価格低減
（生産性向上）の可能性を追及する。

【材料ＷＧ】 求められる強度材料の提案
UFC床版に求められる強度レベルの材料を提案する。力学性能，
耐久性，コスト，CO2排出量等を，従来の材料と比較し，価格低減
の可能性を検討する。

【製作ＷＧ】 製作手順の標準化(合理化)による価格低減
UFC床版の特徴を考慮した標準的な製作手順を構築したうえで，
製品価格低減に繋がる製作方法の合理化を検討する。

【施工ＷＧ】 施工での優位性明確化
床版更新における，他の床版に対するUFC床版の施工面での優
位性を明らかにする。
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材料WG 活動報告

WGリーダー 一宮利通



【材料ＷＧ】中長期的な目標(2022年～2024年)

目標：求められる強度に応じたUFC材料の提案

【課 題】
UFCは圧縮強度が高く，UFC床版に発生する圧縮応力に対して
余剰がある。余剰強度の得るために価格が高くなる可能性がある。

【目 標】
UFC床版に求められる強度レベルのUFCを提案する。
提案したUFCについて，力学性能，耐久性，コスト，CO2排出量等
の観点で，従来のUFCと比較し，価格低減を検討する。

【実施項目】
・求められる強度レベルの設定
・配合設計（2022年度）
・力学性能試験（2022年～2023年度）
・耐久性試験（2024年度）
・コスト，CO2排出量の観点で，従来のUFCと比較（2024年度）
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【材料ＷＧ】 2023年度の実施項目

(1)求められる強度レベルの検討
UFCとして最低必要な強度（圧縮強度：150N/mm2，ひび割れ発生
強度：4.0N/mm2，引張強度：5.0N/mm2）を設定した。

(2)力学性能試験
・圧縮強度150N/mm2以上が得られる市販の高強度混和材を用い
て鋼繊維を1.0～1.75vol.%混入した配合で力学性能を検討した。

・鋼繊維混入量を1.75vol.%としたとき，モルタルフローは240mm
であり，高性能減水剤で調整可能な範囲である。

・鋼繊維混入量による圧縮強度の差はなく，161～163N/mm2で
あった。

・鋼繊維混入量による引張強度の差は小さく，1.0vol.%でも
7.0N/mm2を確認した。
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【材料ＷＧ】 2024年度の実施項目

(１)耐久性試験
2023年度に検討した配合の試験体を塩水に浸漬し，塩化物イオン
浸透を計測して塩化物イオン浸透に対する抵抗性を確認する。（72
万円）

(２)コスト検討
2023年度に検討した配合コストを従来のUFCと比較検討する。

(３)ＣＯ２排出量検討
2023年度に検討した配合CO2排出量を従来のUFCと比較検討す
る。

2024年度予算：72万円
⇒試験完了が2025年12月のため支払いは2025年度

6



【材料ＷＧ】 耐久性試験

試験方法
・塩化物イオン濃度を6%に高めた塩水（10%塩化ナトリウム溶液）に浸せきして，
電子線マイクロアナライザー（EPMA）を用いて塩化物イオンの拡散を測定する。
・見かけの拡散係数を算定し，高強度コンクリートやUFCと比較する。
・配合は，2023年度の試験で採用したΣ2000を標準量混入した配合とする。
・鋼繊維は，2023年度に検討した量の最大値1.75vol.%とする。
・EPMAで分析するタイミングは，3ヶ月，6ヶ月，1年の3回とする。

7UFCによる見かけの拡散係数の検討例



【材料ＷＧ】 耐久性試験

試験状況
・2024年11月20日，塩化物イオン濃度を6%の塩水に浸せき開始
・EPMAで分析するタイミングは，3ヶ月，6ヶ月，1年の3回の予定
・2025年2月に1回目，5月に2回目の試験を実施
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EPMA分析結果
（浸漬期間6カ月）

EPMA分析結果
（浸漬期間3カ月）



【材料ＷＧ】 耐久性試験

試験状況
・塩化物イオン拡散係数の推定値は，3カ月で0.057，6カ月で0.067cm2/年
・UFCでは0.002，W/C30%の通常のコンクリートでは0.14，市販UFCは中間
・UFCより早く試験値が収束している可能性がある（2025年11月に最終試験）
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試験結果速報
（浸漬期間3カ月，6カ月）

塩化物イオン濃度分布
（浸漬期間3カ月，6カ月）
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【材料ＷＧ】コスト検討

検討方法
・2023年に試験した配合に対し，材料購入時の単価を用いて材料費を算定した。
・研究会での検討はここまでとし，各社でUFC床版を検討する際の参考としてい
ただく。
・ただし，少量購入時の単価であることに留意する必要がある。
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2023年度に試験した配合および材料費

W C AD S SP DA SF
水 早強

セメント

高強度混和材

Σ2000

掛川産

陸砂

高性能減水剤

スーパー300

消泡剤 鋼繊維
合　計

配合　（kg/m3） 230 1050 100 1035 3.795 5.75 137.4
単価　(円/kg) 11.5 250 58 540 540 1,350

金額　(円/m3) 12,075 25,000 60,030 2,049 3,105 185,490 287,749

C，AD，S，SPは試験練り時の購入単価
DAは高性能減水剤と同じ単価と仮定↑

SFはドラミックスφ0.2×13mmの単価↑
（参考として，UFCには使えないが，通常のSFRC用の鋼繊維φ0.62×30mmは464円/kg）



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討

検討方法
・2023年に試験した配合に対し，各材料が排出するCO2からCO2排出量を推定
する。
・PC床版のコンクリートのCO2排出量と比較検討する。
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配合 
W/B 

(%) 

Air 

(%) 

単位量(kg/m3)                   外割(kg) 

W HC Σ2000 S SP DA SF18 

鋼繊維の混入量 1.00% 

20 2.0 224 1020 102 1004 37.0 5.6 

78.5  

鋼繊維の混入量 1.25% 98.1  

鋼繊維の混入量 1.50% 117.8 

鋼繊維の混入量 1.75% 137.4  

2023年度に試験した配合



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討

検討結果
（UFC床版）
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使用材料およびCO2排出原単位（UFC床版）

鋼繊維をパラメータとした試験配合とCO2排出量（UFC床版）

【結果】鋼繊維1.0～1.75%で1042.9～1219.6kg-CO2/m3

外割（Kg）/(CO2量)
W HC Σ2000 S SP DF SF18

鋼繊維の混⼊ 1.00% 78.5 (235.5) 1042.9
鋼繊維の混⼊ 1.25% 98.1 (294.3) 1101.7
鋼繊維の混⼊ 1.50% 117.8 (353.4) 1160.8
鋼繊維の混⼊ 1.75% 137.4 (412.2) 1219.6

1)PCE系：100-350Kg-CO2/t, 試算では350Kg-CO2/tを使⽤する。

31.4１）

(10.990)
5.6

配合
W/B
(%)

単位量（Kg/m3）/ （CO2量） CO2排出原単位
（Kg-CO2/m3）

20.0 224
1020

(781.932)
102

(10.812)
1004

(3.714)



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討

検討結果
（PC床版）
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CO2排出量（PC床版）NEXCO事例

CO2排出量（PC床版）阪神高速事例

【結果】NEXCO一事例：346.5kg-CO2/m3，阪神高速一事例：351.5kg-CO2/m3

W HC S G A -
配合

W/B
(%)

単位量（Kg/m3）/ （CO2量） CO2排出原単位
（Kg-CO2/m3）

- 160
444

(340.037)
714

(2.642)
994

(2.883)
2.66

(0.931)
-

【論⽂】⾼速道路橋の補修事例に基
づく環境影響とその低減策に関する

考察（参照）
346.5

W HC S G A1 A2

514
(1.491)

2.26
(0.791)

- 351.5阪神⾼速道路事例 - 140
452

(346.503)
726

(2.686)

配合
W/B
(%)

単位量（Kg/m3）/ （CO2量） CO2排出原単位
（Kg-CO2/m3）



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討

検討結果
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ＵＦＣ床版（1219.6（kg-CO2/m3））（鋼繊維1.75%）

ＵＦＣ床版（1042.9（kg-CO2/ m3 ））（鋼繊維1.00%）
１５％低減

【鋼繊維低減によるCO2排出量の低減を考慮】

【ＵＦＣ床版とＰＣ床版のCO2排出量の比較】

・ＵＦＣ床版：1042.9 kg-CO2/ m3（鋼繊維1.00%）
・ＰＣ床版：350 kg-CO2/ m3 程度

一般的な厚さは、ＵＦＣ床版15cm程度、ＰＣ床版22cm程度であることから平米あたりで考えると

・ＵＦＣ床版：1042.9 kg-CO2/m3

→156.4 kg-CO2/ m2

・ＰＣ床版：346.5 kg-CO2/m3 

→77.0 kg-CO2/ m2



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討
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・D13:0.995kg/m×8本/m=7.96kg/m2

(ここに 電気炉鋼（鉄筋等）767.4 kg-CO2/ ｔ）
→6.1 kg-CO2/ m2 

・D19:2.250kg/m×6.67本/m=15.01kg/m2

→11.5 kg-CO2/ m2 

PC床版の鉄筋について、NEXCO試験法442より

【PC床版内鉄筋におけるCO2排出量】

【UFC床版、PC床版内PC鋼材におけるCO2排出量】

（UFC床版（床版支間3mとして））

・橋軸直角方向PC鋼材：1S15.2（単位質量1.101kg/m）を平均350mmピッチで2段
配置

1.101kg/m×5.714本/m≒6.29kg/m2

橋軸方向PC鋼材：1S28.6（単位質量4.229kg/m）を平均380mmピッチで配置
4.229kg/m×2.632本/m≒11.1kg/m2

(ここに 棒鋼1213 kg-CO2/ ｔ）
→17.39kg/m2→21.1kg-CO2/ m2 

ここで、UFC床版におけるPC鋼材、PC床版におけるPC鋼材・鉄筋のCO2排出量を付加する。



【材料ＷＧ】 CO2排出量検討
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（PC床版（床版支間2.65mとして））

・橋軸直角方向PC鋼材：1S15.2（単位質量1.101kg/m）を平均200mmピッチ2段配置
1.101kg/m×5×2本/m≒11.0kg/m2

橋軸方向PC鋼材：なし（RC構造のため）
(ここに 棒鋼1213 kg-CO2/ ｔ）
→11.0kg/m2→13.3kg-CO2/ m2 

【鉄筋、PC鋼材を踏まえたCO2排出量】

・ＵＦＣ床版：156.4 kg-CO2/ m2 ＋21.1kg-CO2/ m2 （PC鋼材）
=177.5 kg-CO2/ m2

・ＰＣ床版：77.0 kg-CO2/m3 ＋17.6kg-CO2/ m2 （鉄筋）＋13.3kg-CO2/ m2（PC鋼材）
=107.9 kg-CO2/ m2

・材料としてはのCO2排出量は，UFCはPC床版用コンクリートの３倍程度。
→鋼繊維の低減，床版厚さおよび補強鋼材を考慮し，床版としての平米あ
たりCO2排出量は２倍程度となる。

ここでUFC床版のCO2排出量はPC床版の1.7倍



【材料ＷＧ】活動スケジュール
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4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉
既往の研究事例調査
求める強度レベルの設定
配合設計
⼒学性能試験
耐久性試験
コスト検討
CO2排出量検討

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ − 12⽉

耐久性試験 試験体製作 浸漬試験 分析･まとめ 分析･まとめ

コスト検討
CO2排出量検討
WG開催 ▼ ▼ 適宜メールで審議

10/31 12/10

2025年度

2022年度 2023年度 2024年度

2024年度スケジュール 2024年度



製作WG 活動報告

WGリーダー 山口 光俊



【製作ＷＧ】 中長期的な目標(2022年～2024年)

目標：製作手順の標準化（合理化）による価格低減
【課 題】
適用実績の少ないUFC床版では，工場での製作手順の標準化さ
れていない。UFC床版の特徴を踏まえて製作手順を標準化するこ
とで，価格低減の可能性がある。

【目 標】
UFC床版の特徴を考慮した標準的な製作手順を構築したうえで，
製品価格低減に繋がる製作方法の合理化を検討する。

【実施項目】
・製作設備を保有する会員会社へのアンケート実施（2022年度）
・平板型製作実績の整理（2022年度）
・平板型製作歩掛りの整備（2023，2024年度）
・平板型，ワッフル型の製作合理化の検討（2024年度）

19



【製作ＷＧ】 2023年度の実施項目

(１)製作手順の標準化
2022年度に実施済みのアンケート結果を基に，標準となる製作工
程案を作成した。

(２)製作歩掛りの整備
平板型での製作規模・サイクルを仮定（2～3日）した。

2023年度活動予算：無し

20



【製作ＷＧ】 製作サイクルの検討

【仮定条件】
・作業時間は8:00～17:00（残業規制考慮）
・プラント能力1.0m3練り/バッチ
・平板型1枚当たり必要数量3.0m3（3バッチ）とし、午前中で6バッチ
・鋼繊維ほぐし・事前計量は2名体制で2.5h/バッチ
・鋼繊維荷揚げ・投入は2名体制で0.5h/バッチ
・打設は午前中完了，金ゴテ仕上げは打設完了から3時間以降
・ストックヤードに2次養生設備を配置（4枚養生/設備）

⇒打設の制約から2枚/日の製造サイクル（人員配置）について検討

21



【製作ＷＧ】 製作サイクルの検討

製作工程案 （２枠打設/日）

22

職員配置：1～2人／ライン，プラント管理：1人
協力会社：6～8人／ライン，仕上げ・養生：2～4人
鋼繊維のほぐし・事前計量・荷揚げ・投入：2人，



【製作ＷＧ】 2024年度の実施項目

(１)平板型ＵＦＣ床版の標準製作歩掛り整備
2023年度作成の製造サイクルを基に，標準歩掛りを作成する。

(２)平板型，ワッフル型製作方法の合理化検討
設備，工程，製品形状・仕様など多面的な観点で生産性向上の可
能性について検討する。
ロングラインベンチを活用したワッフル型UFC床版の製作設備を
検討する。

2024年度活動予算：80万円
⇒型枠設計の図面作成（支払い）は2025年度

23



【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

・信濃橋入路では，全15枚のワッフル型UFC床版（2方向プレテン）
を，同工事用に構築したコンクリート製緊張架台で1枚ずつ製作した。

・大量製作する場合は，ロングラインベンチ（既存工場）を活用した
製作方法が有効となる。

検討課題１：ベンチに対して直角方向の緊張設備
検討課題２：リセス型枠の合理的脱枠方法

24
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【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

検討条件
・信濃橋入路での床版を検討対象とする
・直角方向緊張力：約300t（W=2450mm，既存ベンチ活用）
・橋軸方向緊張力：約700t（W=5750mm，新規架台）
・既存設備（ベンチ間隔・天井クレーンなど）の制約のなかでの

製作を考慮し，新規架台を鋼製とする。
※新規専用工場での製作では，コンクリート製架台も有効である。

cf. 羽田空港D滑走路のUFC床版製作

検討内容
・床版幅（5750mm）内での緊張力（約700t）への対応
・架台の複数ユニットへの分割
⇒既存設備（門型クレーンなど）への干渉低減，軽量化

・レール設備などの移動（固定）機構
⇒床版吊出しでの省力化

・防護板など緊張時の安全設備
・底型枠・リセス型枠の解体方法（リセス型枠の個別脱型）
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【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

鋼製緊張架台のイメージ（模型）

橋軸直角方向
（床版長手方向）
（既存ベンチ） 橋軸方向

（床版短手方向）
（新規架台）

PC箱桁プレキャストセグメント床版横締め緊張で使用実績あり
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【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

鋼製緊張架台のイメージ（模型）

橋軸直角方向
（床版長手方向）
（既存ベンチ）
（300t以上×1） 橋軸方向

（床版短手方向）
（新規架台）
350t/基×2 or 240t/基×3

PC箱桁プレキャストセグメント床版横締め緊張で使用実績あり
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【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

鋼製架台・型枠の検討結果
・床版幅内での緊張力への対応
⇒反力装置を２分割

1基あたりの重量：13～14t
寸法：7400×2900×H2500mm
（圧縮梁，ポスト枠で構成）

⇒既存設備への干渉，揚重設備，
設置場所の制約などをヒアリング

・移動（固定）機構
⇒ジャーナルジャッキ，チルタンク
・緊張時の安全設備⇒防護板の設置
・底型枠の脱型方法
⇒右図はジャッキダウン案
⇒リセス枠を個別脱型する場合

プレ導入前に固定ボルトの取外し

圧縮梁 □450×19ｔ
L=4800（L=5518接続部含む）

ポスト枠
900×300×2450

ジャーナルジャッキ
チルタンク防護板
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【製作ＷＧ】 ワッフル型製作方法の検討

鋼製架台・型枠の検討結果
・緊張は15.2mmのストランドをΦ26とΦ32のPC鋼棒で受け替えて，

それぞれのPC鋼棒に対してセンターホールジャッキを配置し，
油圧ポンプ（全４台）を同調させることで緊張作業の効率化

・プレストレスの導入順序
①床版の長手方向（300t）のプレ導入
※偏向装置など床版の移動に干渉

するものをフリーにしておく
②床版の短手方向（700t）のプレ導入

橋軸直角方向
（既存ベンチ：300t）

橋軸方向
（鋼製架台350t/基×2）

PC鋼より線1本
⇒PC鋼棒Φ32受替
え

PC鋼より線2本
⇒PC鋼棒Φ32受替え



全体スケジュール

2022年 2023年度 2024年度
4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉ 4⽉ 7⽉ 10⽉ 1⽉

２０２４年度 ２０２５年度

2024年
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉以降

▼ ▼ ▼ ▼

2025年

アンケートの実施

平板型製作⼿順の標準化

平板型UFC床版製作実績の調査

ワッフル型製作法合理化の検討

平板型製作歩掛りの整備

平板型製作法合理化の検討

平板型製造歩掛りの整備

平板型製作法合理化の検討

ワッフル型製作法合理化の検討

製造WG開催

【製作ＷＧ】 活動スケジュール

30

9/12 10/9 3/17

※平板型製作法合理化の検討は2025年度に持ち越し
※ワッフル型製作方法の検討は既存工場の制約を踏まえた検討を

2025年度に継続

5/20



施工WG 活動報告

WGリーダー 齋藤 公生



【施工ＷＧ】 中長期的な目標(2022年～2024年)

目 標：施工におけるＵＦＣ床版のメリットの明確化

【課 題】
適用実績の少なく，特異な構造のUFC床版では，軽量化・薄肉化
による施工上のメリットが明らかにされていない。

【目 標】
床版取替え時の鋼桁補強量や架設機械・架設方法の違いを
PCaPC床版と比較し，UFC床版のメリットを明らかにする。

【実施項目】
・非合成鈑桁橋での更新工事におけるPCaPC床版との比較
（2022年度）
・合成鈑桁橋での更新工事におけるPCaPC床版との比較
－鋼桁補強量の比較（2023，2024年度）
・クレーン架設が困難な施工条件でのPCaPC床版との比較

32



【施工ＷＧ】 2023年度の実施項目

(１) 検討対象橋の選定
PCaPC床版への取替えの結果，鋼桁補強が必要となった
合成鈑桁橋を過去の実績から選定した。

(２) 床版割付図の作成
選定した合成鈑桁橋について，
平板型UFC床版に取り替えた場合の割付図を作成した。

2023年度活動予算：無し
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【施工ＷＧ】 検討対象橋の選定

合成鈑桁橋での床版取替えで，完成時に鋼桁補強が必要となった
２事例（A橋，B橋）を選定した。

34

B橋A橋

35.300m37.200m橋 長

12.900m12.900m幅 員

鋼単純合成鈑桁橋鋼単純合成鈑桁橋構造形式

A=800R=1600m平面線形

50度00分00秒89度20分54秒斜 角

RC床版
増厚時t=270mm

RC床版
建設時t=230mm，増厚時t=280mm

床版構造

アスファルト舗装
t=75mm

アスファルト舗装
建設時t=75mm，増厚時t=50mm

舗 装
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【施工ＷＧ】 A橋PC床版割付図
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【施工ＷＧ】 B橋PC床版割付図
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【施工ＷＧ】 A橋UFC床版割付図
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【施工ＷＧ】 B橋UFC床版割付図



【施工ＷＧ】 2024年度の実施項目

(１) 格子解析による鋼桁補強要否の検討
2023年度に作成した検討対象橋での平板型UFC床版の割付図
について格子解析を実施し，平板型UFC床版に取り替えた場合
の鋼桁補強の要否を検討した。

2024年度活動：129万円

39
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【施工ＷＧ】 格子解析による鋼桁補強要否の検討

最終収縮度
版のコンクリー
トのクリープ

鋼材と版のコ
ンクリートヤン

グ係数比

UFC床版
の水切り
の有無

調整モルタル
の単位重量
（kN/m3）※2

調整モルタ
ルの厚さ

（mm）

UFC床版の
単位重量

（kN/m3）※1

UFC床版
厚さ

（mm）
設計荷重

0.00005
（0.0002）※3

0.5
（2.0）※3

4.0
（7.0）※3無し24.515824.5150

B活
荷重

A橋

0.00005
（0.0002）※3

0.5
（2.0）※3

4.0
（7.0）※3無し24.517024.5150

B活
荷重

（レーン載荷）
B橋

※1：PC床版の単位重量 24.5kN/m3

※2：PC床版の調整モルタルの単位重量 23.0kN/m3

※3：（ ）内は一般のコンクリートの格子解析に使用する諸数値

検討条件
検討を追加した項目
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【施工ＷＧ】 格子解析による鋼桁補強要否の検討

PC床版 UFC床版

Ａ橋荷重強度
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PC床版 UFC床版

Ｂ橋荷重強度

【施工ＷＧ】 格子解析による鋼桁補強要否の検討
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【施工ＷＧ】 A橋補強前主桁応力度（第1主桁）

・代表的な結果として第1主桁の結果
のみ示す。

・上フランジおよび下フランジのσa-σが

マイナスの値の箇所について補強が
必要。

・腹板の合成の許容値は1.2以下であ
り、1.2以上の箇所について補強が必
要。

・補強が必要な箇所を黄色のハッチで
示す。

・PC床版からUFC床版に変更すること

で床版の荷重が小さくなり主桁応力
度が小さくなる。

・さらにヤング係数比、クリープ、収縮
度を修正することで応力度が小さくな
り、補強量の低減することができる。
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【施工ＷＧ】 B橋補強前主桁応力度（第1主桁）

・補強が必要な箇所を
黄色のハッチで示す。

・PC床版からUFC床

版に変更することで
床版の荷重が小さく
なり補強が不要とな
ることが確認された。

・A橋はB活荷重フル
載荷であり、B橋はB
活荷重のレーン載荷
であるためB橋の方

が発生する応力が小
さいためPC床版から
UFC床版に変更する

ことで補強が不要に
なった。



【施工ＷＧ】 鋼材補強量の推定（ヤング係数比変更前）

45

(１) Ａ橋
PC床版とUFC床版について主桁応力度で比較した場合，主桁補

強量は16.2トンから6.4トンに減少し，約61%削減できることが確認
された。

(２) Ｂ橋
PC床版をUFC床版に変更することで発生応力が許容値に収まり

主桁の補強が必要ないことが確認された。

約61%削減



【施工ＷＧ】 鋼材補強量の推定（ヤング係数比変更後）

46

(１) Ａ橋
PC床版とUFC床版について主桁応力度で比較した場合，主桁補

強量は16.2トンから3.1トンに減少し，約81%削減できることが確認
された。

(２) Ｂ橋
PC床版をUFC床版に変更することで発生応力が許容値に収まり

主桁の補強が必要ないことが確認された。

約81%削減



【施工ＷＧ】 まとめ 今後の予定

・2024年度にA橋とB橋の2橋について格子解析を実施した。

・格子解析の結果から得られた主桁応力度の結果をもとに
鋼桁補強量を推定した。

・UFC床版の採用によりA橋では補強量が81%減少すると予想され，
B橋では補強が不要になる。

・2025年度には，格子解析の結果をもとに補強図を作成し，
A橋での補強量を正確に算出する。

47



【施工ＷＧ】 活動スケジュール

48

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

 計算結果のまとめ

2025年

 A橋
 補強図⾯の作成
 A橋
 補強量の計算

2024年

鋼桁補強量の算定

 荷重強度の計算

 格⼦計算解析



2024年度
広報部会 活動報告

広報部会 金子 光宏

13‐5資料番号

金子委員提出者

2025年6月11日年月日

第13回技術委員会



UFC道路橋床版研究会 広報部会活動

■広報部会で取り組む議題
UFC床版技術の国内外への発信(継続)
ターゲット︓業界内(国内) ⇒ ⼀般 ⇒ 海外
広報⽅法(継続)
①研究会ホームページの更新
②新聞・雑誌・Webへの広告記事の掲載発信
③現場⾒学会の開催(⼯場製作､施⼯現場､完成後)
④技術セミナーの開催
⑤パンフレットの製作（⽇本語/英語）

⑥ノベルティグッズの製作
⑦会員向け技術ミーティングの開催 2



① 研究会ホームページの更新

3

〇本年度も、イベント等の開催に合わせて随時更新
・2024年12⽉と2025年1⽉にそれぞれ1回づつ更新。

現在、技術セミナー開催のお知らせまで更新済み。



① 研究会ホームページの更新

4

・技術セミナー以降の開催記録等については、総会開催後に更新予定。

・会員限定ページアカウント
アカウント: ufc
パスワード: 2022ufcdeck

・HPアクセス数



② 新聞･雑誌･webへの広告記事の掲載発信

5

新聞︓建設系新聞
雑誌︓⽇経コンストラクション､

橋梁と基礎
web︓ R2 SJ https://r2sj.net/contact

⾒学会､セミナー､総会開催時の
マスコミへの取材依頼時

新聞雑誌等から取材依頼があった場合、広告掲載の依頼もある事から、
その段階で随時対応 ＊2024年度は掲載発信は無
＊上記橋梁新聞は2021年10⽉、取材時に広告を掲載した実績



③ 現場見学会の開催(工場製作、施工現場、完成後)

6

〇現場⾒学会
[施⼯現場⾒学]

「近畿地整 姫路河川国道事務所 国道29号新中島橋補修⼯事」

・場所︓⿅島建設㈱様施⼯現場(兵庫県宍粟市波賀町）

・開催⽇︓令和7年1⽉29⽇（⽔）

・参加⼈数︓9名

・UFC床版３枚の架設作業を⾒学



④ 技術セミナーの開催

7

〇企画内容
• 開催⽇︓2025年1⽉14⽇（⽕）
• ⽅式︓ オンライン配信＋会場（HIT）
• 参加費︓無料
• 参加申込者数︓67名(Web65名)
• プログラム

• ホットトピックを企画
(テーマ「UFC床版の普及と現状」)

• 特別講演を企画
(テーマ「⾼強度繊維補強セメント

系複合材料の設計・施⼯指針(案)」)
• 昨年までの動画アーカイブを活⽤

（説明時間の短縮と最新情報供）



④ 技術セミナーの開催

8

〇配布資料、動画アーカイブ
https://www.ufcdeck.com/tech2025/

近日中にyoutubeのリンクをアップロード予定



④ 技術セミナーの開催
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〇アンケート結果

【Google Forms】
・講演内容についての質問2件
・セミナー全般に関する意見15件

【CPD申請におけるレポート】
・200文字以上レポート18件



④ 技術セミナーの開催
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④ 技術セミナーの開催
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④ 技術セミナーの開催

12

・技術セミナーの開催周知期間を⼗分に確保し、周知範囲として事業者等も
対象とすることを検討する。

・議題調整時、過去のセミナー参加者によるアンケート回答内容を参考に、
議題の需要を確認する。
(必要に応じて会員向けにアンケートを取る）

・セミナーの回線品質を確保する。

・セミナー時のWeb参加者の質疑応答できる仕組みを検討する．
(チャットから受付し，回答出来るようにしておく等）

〇次回開催に向けての課題



⑤ パンフレットの製作(日本語/英語)

13

〇昨年度制作したＰＲ動画からパンフレットを編集・作成



⑤ パンフレットの製作(日本語/英語)
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〇昨年度制作したＰＲ動画からパンフレットを編集・作成



⑥ ノベルティグッズの製作
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500部 2025年3⽉完成



⑥ ノベルティグッズの製作
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パンフレット入り 裏から見ると パンフレット入り 表から見ると



その他

⑦ 会員向け技術ミーティングの開催

17

〇UFC床版コーヒーブレイクとは・・・
気軽な雰囲気でUFCに関して活発なディスカッションをしてもらいたいというコンセ
プトで企画する研究会 会員会社向けの技術ミーティング

〇来年度開催に向けて企画
・2024年12⽉に企画に関するアンケートを実施

計画・設計・施⼯・維持管理から興味のある内容を
複数選択いただき、それぞれにご意⾒を多くいただき
ました。ご協⼒ありがとうございました。

過去開催

第2回開催（2023/8/3）：施工・製造会社向け

過去開催

第1回開催（2023/1/13）：建設コンサルタント向け

●アンケートの集計結果

※設計・施工のテーマは過去にも開催済

こちらにスポットを当て、頂いたご意見を参考に適

用拡大につながるディスカッションができる企画を

２０２５年度の活動で調整・実施予定



R6年度 広報部会活動

■スケジュール
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R6年度 予算(執行)
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○R６年度予算（R６年４月１日～R７年３月３１日）



R7年度 広報部会活動

■スケジュール
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R7年度 予算

21

○R７年度予算（R７年４月１日～R８年３月３１日）



研究会の技術資料について
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事務局・運営部会 大島邦裕
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研究会の技術資料について

・特定課題検討のとりまとめについて

★ＵＦＣ床版の普及活動の効果による検討機会の増加

ＵＦＣ道路橋床版研究会の技術資料
・ ＵＦＣ床版の設計・製作・施工・維持管理マニュアル（案）

※以降はマニュアルと呼称

・技術資料の充実

★ＵＦＣ床版の実績の増加

技術委員を対象にアンケートを実施 （令和７年４月２４日～５月１６日）

・ 特定課題検討の資料
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研究会の技術資料について

①－１ 特定課題検討の成果のとりまとめの必要性

①－３ 特定課題検討の成果のまとめかた

【技術委員アンケートのまとめ】

①－２ 特定課題検討の成果の扱い方

・必要性がある：９７％

・必要性がない： ３％

・マニュアル（案）の添付資料に合本:６５％

・個別の技術資料：３５％

（ 2025年度は成果の積み残しがあれば優先するのがいい）

・新たに各課題の概要と成果の資料を作成：６％

・概要と成果の解説を作成して委員会パワーポイントを添付：94％
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研究会の技術資料について

②－１ 充実したい技術資料（複数回答可）

②－２ 充実したい設計に関する具体的な内容（複数回答可）

設計に関する内容：２６

製作に関する内容：１１

製作・施工に関する内容：２３

維持管理に関する内容：６

計画段階における考え方（準拠基準を使用した計画例）：１６

設計フローと具体的な設計例：２８

②－３ 充実したい製作・施工に関する具体的な内容（複数回答可）

UFC床版の施工の流れ：２０

UFC床版特有の工種歩掛：２３

通常のPC床版と異なる作業を施工の流れで示す資料：１
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研究会の技術資料について

②－４ 充実したい維持管理に関する具体的な内容

②－５ 新たに技術資料を作成した場合の資料の扱い方

・UFC床版特有の点検頻度、点検箇所、点検方法、補修方法
・損傷の進行予測に基づいた対策例と概算費用、拡幅や取替方法など
・舗装打替え，伸縮装置の取替における留意事項
・不測に事態で床版取替する方法
・維持管理に配慮した事例等の紹介
・想定される劣化・損傷及び維持管理のポイント
・床版同士の接合部、床版と主桁スタッドの接合部の健全性評価手法の検討

・マニュアル（案）の添付資料に合本:６５％

・個別の技術資料:３２％

・ホームページの会員限定ページに掲載:３％
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研究会の技術資料について

・特定課題検討のとりまとめ
・技術資料の整備

各部会の特定課題検討の成果が
得られた後に着手する

・取りまとめの様式や構成は、事務局・運営部会で各部会の主査との打合せで設定し、
技術委員会で承認を得る。

・各部会の成果の取りまとめは、部会毎で作業分担を決定する。
・取りまとめのスケジュールは着手時に設定する。

【特定課題検討の取りまとめ】

【技術資料の整備】

・技術資料の構成と作業分担は、事務局・運営部会で各部会の主査と打合せで設定し、
技術委員会での承認を得る。

・資料作成のスケジュールは着手時に設定する。

UFC床版をより普及させていくためには、会員外にも技術情報を発信していくのが望ましい
⇒ 会員外に公開する範囲について議論が必要
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